
Word Workout
構　成

はじめに

　PROGRESS IN ENGLISH 21 は Book 3 まで勉強しただけで、英語を話す上で
必要十分な文法と３，０００語もの語いを身につけることができます。しかし、実
際には TEXTを一通りやっただけではこれらすべてを自分のものにすること
は簡単なことではありません。Word Workout for PROGRESS IN ENGLISH 21 は、
授業で習ったポイントをもう一度みなさんが体系的に整理しながら習得してい
くために、次の点に気をつけて作られています。

1　 各章の問題の配列を学習したもの順に並べました。習ったものから順
番に解けるようになっていますので、授業の進度に応じて進めていく
ことができます。

2　 問題文をTEXT にある文で作成しました。これは大切な語句や文法
を覚えるときに、それらが TEXT で使われていた文脈も再確認する
ことが大切だからです。

3　 各問題に簡単な解説をつけました。間違ったときはそれをよく読んで
確認してください。

4　 大切なポイントや、間違いやすいところを整理するのに役立つ「チェ 
ックポイント」を関連ある問題の近くに設けました。

　外国語を習得することは、スポーツの技能や楽器の演奏を習得することに似
ています。毎日練習を重ねて、少しずつステップアップしていきましょう！
　最後に、本書の作成に際して助言をくださった先生方、膨大な資料をこつこ
つ整理してくださったエデック編集部の方々にこの場を借りてお礼申し上げま
す。

編者記す

　本書は６つの Part（Part 1「文法」，Part 2「語法」，Part 3「イディオム」，
Part 4「会話表現」，Part 5「単語・語い」，Part 6「アクセント・発音」）で構
成されています。各 Part では内容に応じて、さらに細かい章に分類されていま
す。（CONTENTS を参照。）

問題について
●問題文
　基本的に PROGRESS IN ENGLISH 21 Book 1 ~ 3 より英文を抜粋し、問題文が
作成されています。
　ただし表現などを多少変更したり、英文を補足したものもあります。
　また TEXTより英文を抜粋せず、本書用に新たに問題文が作成されている
場合もあります。

●問題文出典表記について
　PROGRESS IN ENGLISH 21 の本文より問題文を抜粋しているものは、右ペー
ジの解説横に出典箇所を表記しています。
　＜例＞
　　[B2 L12 p.140 L]　← Book 2, Lesson 12, 140 ページの Look より抜粋

☆ページ表記の後の略語の意味は、次の通りです。
　Sc = Scene の会話　L = Look　C = Check　S = Speak　P = Practice
　R = Read　RC = Reading Check　Ln = Listen

●問題の出典順
　各章では、“BOOK 1, 2”“BOOK 3”で問題が分けられています。
　それぞれの学年に応じて対応できる問題をわかりやすく示しています。

　　　 BOOK 1 2 … Book 2 までの学習で解ける問題

　　　

　　　 BOOK 3 　 … Book 3 までの学習で解ける問題



解答・解説について
●解答
　左ページの問題の解答は右ページの下にあります。
　なお原則として、スラッシュ (/) は「どちらでもよい」ということ、[       ] は

「省略ができる」ことを表わしています。

●解説
　それぞれの問題に簡単な解説をつけています。大切なポイントは赤字になっ
ているので、付属のチェックシートを使って覚えましょう。
　“ ”は解説内で参照となる補足説明や事例を表わしています。

☆品詞名は、次のように略語を用いて示しました。
　（名）= 名詞　  （代）= 代名詞
　（動）= 動詞　  （自）= 自動詞　  （他）= 他動詞
　（形）= 形容詞　  （副）= 副詞　  （前）= 前置詞
　（接）= 接続詞　  （助）= 助動詞

●日本語訳
　問題文の日本語訳が左ページの下にあります。
　言葉は意味が大切ですから、問題を解くときに機械的に答えず、文の意味を
よく考えましょう。

チェックポイントについて
　大切なポイントや間違いやすいところをわかりやすく端的にまとめたチェッ
クポイントを、関連ある問題の近くにいくつか設けています。
　内容に応じ、PROGRESS IN ENGLISH 21 での掲載箇所を表記しています。
　＜例＞
　　[B2 L3 p.28, B2 L6 p.64]
　　↑ Book 2, Lesson 3, 28 ページ と Book 2, Lesson 6, 64 ページで習う内容

　さらに問題番号の下に B2 L13 という表示があります。
　これは Book 2, Lesson 13 まで学習すれば、この問題を解くのに必要なことは
すべて習っているという意味です。問題順は、TEXT でのこの習得順に対応し
ています。

●問題の答え方
　設問指示文はつけていませんので、以下の要領で答えてください。
1 空所補充選択 空所に適切な選択肢の語句を入れます。
2 同意語句選択 英文の下線部と同じ意味の表現を選択肢から選びます。
3 不適語句選択（1〜4）
  空所に当てはまらない、もしくは英文の下線部と同意には

ならない、不適切な語句を選択肢から選びます。この問題
は選択肢の番号を黒丸数字で表わしています。

4 空所補充  空所に適切な語を入れます。空所にアルファベットが与え
られている場合は、その文字で始まる語で答えます。

5 同意語句 英文の下線部と同じ意味の語句を答えます。
6 語句整序  英文の (       ) 内に複数の語句がある場合は、語句を並べか

えて正しい英文を作ります。
7 連立完成  (a)(b) もしくは (a)(b)(c) の英文がほぼ同意になるように、

空所に適語を入れます。空所にアルファベットが与えられ
ている場合は、その文字で始まる語で答えます。

8 適語補充  日本文が与えられて英文に空所がある場合は、日本文の意
味になるよう空所に適語を入れます。空所にアルファベッ
トが与えられている場合は、その文字で始まる語で答えま
す。

自動詞・他動詞 英文の下線部の日本語訳を選択肢から選びます。
多義語 与えられた２文の空所に、共通な適語を入れます。
反意語 以下２種類の問題パターンがあります。

 ① 英文の下線部の反意語を答えます。
 ② 英文の下線部の反意語を選択肢から選びます。
　※1, 2 共に、同一文中に下線部の語句の反意語が含まれる場合、その箇所

は空所で表わされています。
同音異義語   1), 2) の空所に入る、同じ発音でつづりと意味が異なる語

をそれぞれ答えます。
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